
令和３年９月７日 

話 題 提 供 

令和３年９月３日 

資 料 提 供 済 

「紀伊半島大水害復興１０年の軌跡」の発刊について 

平成２３年９月に発生した紀伊半島大水害において、本県は甚大な被

害を受けました。 

本災害の発生から１０年を迎えるにあたって、あらためてその被害を

記録に留めるとともに、県民が一丸となって取り組んだ応急、復旧、復

興への軌跡を辿りながら、本災害の教訓を踏まえた取組も含め一冊の本

にまとめました。 

 

【内容】 

  巻頭写真 

   第１章 紀伊半島大水害の状況 

  第２章 応急期の取り組み 

  第３章 復旧・復興の取り組み 

  第４章 紀伊半島大水害を教訓とした取り組み 

  第５章 「災害の記憶、後世へ」被災地インタビュー 

 

【配布先】 

  国、都道府県、県内市町村、県内市町村教育委員会、県内図書館、

防災関係機関 等 

 

<問い合わせ先> 危機管理局防災企画課 藤戸 073-441-2271 



 

 

紀伊半島大水害慰霊碑等に 

「紀伊半島大水害復興 10 年の軌跡」を供えました 

 

 

 

 
 

記 

１ 日  時 令和３年９月５日（日）１０時００分～１４時３０分まで 

２ 知事日程  

  １０：００ ①那智勝浦町井関地区慰霊碑（那智勝浦町井関１０５９−４「紀伊半島大水害記念公園」） 

                      

 

 

 

１０：５０ ②紀伊半島大水害新宮市犠牲者慰霊碑（新宮市熊野川町田長47「道の駅「瀞峡街道熊野川」」） 

 

 

 

 

１３：１０ ③田辺市熊野地区「土砂災害慰霊碑」（田辺市熊野１６９－３） 

 

 

 

 

１４：２０ ④田辺市伏菟野地区「災害復興記念碑」（田辺市伏菟野９３２） 

                                              

 

● ９月５日（日）、県内４箇所（田辺市・新宮市・那智勝浦町）にある紀伊半島大水害慰霊碑等を訪

れ、追悼の意を込め献花を行った。併せて、被害の記録と県民が取り組んだ応急・復旧・復興へ

の軌跡と災害の教訓を踏まえた取組を記す、「紀伊半島大水害復興１０年の軌跡」を供えた。 

● それぞれ市長や町長が同席された。また、いくつかの地域では遺族や住民の方々にかけつけてい

ただいた。 

参 考 資 料 
令 和 ３ 年 ９ 月 ７ 日 

〈お問い合わせ〉 

総務部 危機管理局 危機管理・消防課 

担当：増谷、小川 電話：073-441-2２８０ 

慰霊碑に献花を行った。 

那智勝浦町長や那智谷大水害遺族会代表が同席され、当時

の様子や現況について言葉を交わした。 

慰霊碑に花を手向け、新宮市長と共に犠牲者に祈りを捧げ

た。 

田辺市長と共に献花を行った。 

献花後、今なお続く、大規模な砂防工事の現場を視察した。 

多数の地元住民参加のもと、献花を行った。 

その後、区長の案内により現場視察を行った。 


